　　　＜新たに特別徴収の対象となった方の場合＞
　　　　　　新たに特別徴収の対象となった特別徴収対象年金所得者については、当該年度の後半について特別徴収の方法により徴収が行われます。その具体的な取り扱いについては次のとおりです。
　　　　　(ｱ)　当該年度の４月１日から９月30日までの間

　　　　　　　公的年金等の所得に係る所得割額及び均等割額から当該年度の10月１日から翌年３月31日までの間に特別徴収の方法により徴収すべき額を控除した額を普通徴収の方法により徴収します。すなわち、公的年金等の所得に係る所得割額及び均等割額の２分の１に相当する額について、年度前半の普通徴収の納期（原則として、６月及び８月）に普通徴収の方法で徴収することとなります。　（法321の７の２③）
　　　　　(ｲ)　当該年度の10月１日から翌年３月31日までの間
　　　　　　　公的年金等の所得に係る所得割額及び均等割額の２分の１に相当する額を老齢等年金給付から特別徴収の方法により徴収（本徴収）します。（法321の７の２①）
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